
２０２４年５月３１日 

各 位 

 

四国新幹線整備促進期成会 

 
２０２４年度「四国新幹線整備促進期成会」総会の 

書面決議結果について 

 
拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 平素は、当期成会の事業運営に格別のご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、２０２４年度「四国新幹線整備促進期成会」総会を下記のとおり開催（書面  

開催）いたしましたので、その結果を次のとおりお知らせいたします。 

敬具 

記 

 
○ 審議事項 

⑴  第１号議案 ２０２３年度 事業報告ならびに収支報告(案） 

・原案のとおり承認されました。 

⑵  第２号議案 ２０２４年度 事業計画ならびに収支予算(案） 

   ・原案のとおり承認されました。 

 

＜添付資料＞ 

・２０２３年度事業報告ならびに収支報告 

・２０２４年度事業計画ならびに収支予算 

 

以 上 
 

＜お問い合わせ先＞ 

 四国新幹線整備促進期成会  

  代表事務局 四国経済連合会 竹安 

 TEL：087-851-6032 FAX：087-821-9384 

  E-mail：takeyasu@yonkeiren.jp 



２０２３年度
事業報告・収支報告

２０２４年５月

四国新幹線整備促進期成会
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 岸田文雄首相への要望、第5回東京大会や各地での要望活動を実施。
（3P.～4P.）

 次代を担う子どもたちやその親御様を主な対象としたクイズ形式の絵本の作成、絵本
のストーリーと連動した一部抜粋版PR動画の作成とその動画を使用したSNSプロモー
ション（YouTube広告）を実施。（5P.）

 四国の新幹線応援キャラクター「つなぐん」着ぐるみを活用した四国の新幹線PR活動
を実施。（6P.～7P.）

 講演会・勉強会の実施やSNSによる情報発信を通じた広報啓発活動を実施。
（8P.）

 四国の新幹線の必要性・効果等に対する理解促進や、その早期実現に向けた機運
醸成に資する趣旨の事業に対して必要な申請を行った団体に助成金を交付。
（9P.）

事業概要

２
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要望活動

３

 2023年5月31日、岸田文雄首相へ要望活動を実施。期成会会⾧による首相への
面会陳情は初めてのこと。

 2023年8月30日、第5回東京大会を開催。（600名以上参加）
大会終了後、国交省・自民党・財務省への要望活動を実施。
17社のマスコミに報道いただいた。

 東京大会の様子についてまとめた5分版動画作成し、YouTubeサイトにてPRを実施。

２
中央要望等の実施

国土交通省古川康政務官への要望
（2023年8月30日）

東京大会の様子
（2023年8月30日）

岸田文雄首相への要望
（2023年5月31日）



要望活動 各地における要望実績

4

【四 国】
・四国知事会（6/6） ・四国商工会議所連合会（7/3，7/11）
・明日の地域づくりを考える四国会議（9/26） ・四国四県町村会、四国四県町村議会議⾧会

（9/28）
【徳島県】
・徳島県（10/5，11/15） ・徳島県商工会議所連合会（12/20）
・徳島県市議会議⾧会（11/22） ・徳島県町村会（11/15）
・徳島県町村議⾧会（11/29，12/1）

【香川県】
・香川県（6/14，10/25，2024/1/24） ・高松市（11/13）
・香川県商工会議所連合会、香川県中小企業
団体中央会、香川県商工会連合会、
香川県商店街振興組合連合会（12/5）

【愛媛県】
・愛媛県（6/1） ・愛媛県新幹線導入促進期成同盟会
・愛媛県商工会議所連合会（2024/1/31） （7/11，9/29，10/4）

【高知県】
・高知県（5/17，6/14） ・高知県商工会議所連合会（7/３，７/11）
・高知県町村会、高知県町村議会議⾧会
（11/15）
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広報啓発活動

5

３

 次代を担う子どもたちやその親御様を主な対象とした四国の新幹線に関するクイズ形式の絵
本(10,000部)を作成し、四県県立、公立図書館や四国鉄道文化館へ寄贈。今後広くイ
ベントでも活用していく。
【四県連携費活用】

 絵本のストーリーと連動した一部抜粋版PR動画を作成し、SNSプロモーション（YouTube
広告）を実施。
【四県連携費活用】

絵本 表紙 絵本 中面 YouTube広告の実施

子供向け広報物の作成とPRの実施



広報啓発活動
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３

【四県連携費活用】
 四国の新幹線応援キャラクター「つなぐん」をイベント等で活用いただくことで

四国の新幹線を身近に感じていただく機会を設けた。着ぐるみの活用①

着ぐるみ活用者イベント名日程

日本JC四国地区協議会・松山JC松山春まつり（松山市）2023年4月2日1

日本JC四国地区協議会・小松島JCクレーンDEこいのぼり（小松島市）2023年5月5日2

日本JC四国地区協議会・高知ブロック協議会JCカップ 高知ブロック予選大会（宿毛市）2023年5月21日3

日本JC四国地区協議会・美馬JCわんぱく相撲 徳島場所（美馬市）2023年5月21日4

日本JC四国地区協議会・愛媛ブロック協議会JCカップ愛媛ブロック予選大会（西条市）2023年5月27日5

日本JC四国地区協議会・小豆島JCわんぱく相撲 小豆島場所（小豆島町）2023年5月28日6

日本JC四国地区協議会四国水族館でのPR活動（宇多津町）2023年6月4日7

日本JC四国地区協議会・徳島ブロック協議会JCカップ徳島ブロック大会（吉野川市）2023年6月11日8

日本JC四国地区協議会さかいで楽市楽座（坂出市）2023年6月18日9

日本JC四国地区協議会・高知JCわんぱく相撲 高知場所（高知市）2023年6月25日10

日本JC四国地区協議会・新居浜JC日本青年会議所四国地区大会（新居浜市）2023年7月16日11

日本JC四国地区協議会・日本JCサマーコンファレンス2023（横浜市）2023年7月22日12

日本JC四国地区協議会・東かがわJC小海夕涼み会（東かがわ市）2023年7月29日13

着ぐるみ活用簿①



広報啓発活動
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３

【四県連携費活用】
 四国の新幹線応援キャラクター「つなぐん」をイベント等で活用いただくことで

四国の新幹線を身近に感じていただく機会を設けた。着ぐるみの活用②

着ぐるみ活用者イベント名日程

日本JC四国地区協議会・高知JCよさこい祭り（高知市）2023年8月11日14

日本JC四国地区協議会JCカップ四国地区予選大会（高知市）2023年8月12日15

日本JC四国地区協議会・徳島JC阿波踊り（徳島市）2023年8月12日16

土佐経済同友会第4回四国に新幹線を夏まつり（高知市）2023年8月20日17

四国経済連合会ご当地キャラまつりin須崎（須崎市）2023年9月9日18

愛媛県四国まるごと公共交通利用促進キャンペーン愛媛（松山市）2023年9月10日19

香川県四国まるごと公共交通利用促進キャンペーン香川（綾川町）2023年10月1日20

四国経済連合会四国経済連合会常任理事会ミャクミャクとのコラボ（高松市）2023年10月13日21

愛媛県新幹線導入促進期成同盟会やればできる!四国新幹線2023（松前町）
四国新幹線俳句コンテスト授賞式2023年11月4日22

四国経済連合会十河戦国お城まつり(高松市)2023年11月19日23

愛媛県新幹線導入促進期成同盟会JR 松山駅での広告掲出PR活動（松山市）2023年12月1日24

四国経済連合会伊予西条鉄道フェスタ（西条市）2023年12月2日25

徳島県乗って応援!!みんなの乗り物GoGoキャンペーン!（徳島市）2024年3月3日26

香川県走れ!四国の新幹線（綾川町）2024年3月31日27

着ぐるみ活用簿②



広報啓発活動３

SNSの活用
 主にXを活用し、当期成会や関係団体が実施する事業の紹介や

他地域の新幹線整備の状況などをタイムリーに紹介。

8

ノベルティ作成

 イベント等で活用できるノベルティグッズや広報啓発グッズを作成。

講演・意見交換・勉強会実績
 新幹線導入に向けた地元機運の醸成のため、講演会・勉強会を実施。
 香川大学での講演:参加者約200名（2023.4.24）
 徳島県の経済団体等との意見交換:参加者約15名（2023.8.15）
 一般社団法人 日本鉄道技術協会四国支部での講演:参加者約50名

（2023.8.28）
 報道機関との勉強会:四国、岡山の地方紙（2024.1.24）
 徳島経済同友会での講演:参加者約30名（2024.3.1）

 Xフォロワー数は１年間で約400名増加し、現在3,800名。
（2024年3月末現在）

 YouTubeチャンネル登録者数は現在400名。
（2024年3月末現在）

つなぐん シール

講演会の様子

Xの投稿



連携事業
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４

連携事業の実施
 四国の新幹線の必要性・効果等に対する理解促進や、その早期実現に向けた機運

醸成に資する趣旨の事業に対して必要な申請を行った団体に助成金を交付。

YouTube広告の実施

俳句コンテスト授賞式の様子 四国に新幹線を夏まつり
の様子

俳句コンテストチラシ 四国に新幹線を
夏まつりチラシ

団体名①：日本青年会議所 四国地区協議会

内容：四国の新幹線YouTube用PR動画の作成
YouTube広告の実施

実施期間：2023年7月15日～9月30日

事業成果：YouTube広告表示回数：30万回
YouTube広告再生回数：15万回

団体名②：愛媛経済同友会

内容：四国新幹線俳句コンテストの実施

実施期間：2023年7月1日～11月4日

事業成果：全国から6,329句の投句
表彰式（ステージイベント）を実施
し、イベント全体で約400名が参加。

団体名③：土佐経済同友会

内容：四国に新幹線を夏まつりの実施

実施期間：2023年8月20日

事業成果：夏まつりの開催により、
3,000名以上の来場。



収支報告

（単位:円）
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（単位:円）

科　目 予算（Ａ） 決算（B） 増減（B­Ａ） 概要欄

繰入金 6,976,848 6,976,848 0 ―

年度負担金 4,580,000 4,580,000 0
４県各900,000／４県商工会議所連合会各100,000／四経連
100,000／４県商工会連合会各30,000／４県中小企業団体中央会各
30,000／４県経済同友会各30,000／４県観光協会各30,000

四県連携費 2,675,000 2,675,000 0
徳島県668,750／香川県668,750
愛媛県668,750／高知県668,750

雑収入 0 72 72 預金利息など

合　計 14,231,848 14,231,920 72

５
収入の部

支出の部

予算（A） 決算（B） 増減（Ｂ­Ａ） 概要欄

東京大会 3,000,000 2,911,137 ▲ 88,863 東京大会のほか同日開催の要望活動実施分含む

要望活動 500,000 0 ▲ 500,000
東京大会後の要望活動については東京大会事業費に含まれている。
基本計画路線の合同要望については2023年度は実施せず

講演・意見交換・勉強会 250,000 74,965 ▲ 175,035 徳島県の経済団体等との意見交換、報道機関との勉強会実施分

広報・啓発活動 5,000,000 4,086,395 ▲ 913,605 子供向け広報物、SNSプロモーション、ノベルティ作成等実施分

連携事業 750,000 440,000 ▲ 310,000 青年会議所140,000/愛媛経済同友会150,000/
土佐経済同友会150,000

9,500,000 7,512,497 ▲ 1,987,503

200,000 103,601 ▲ 96,399

4,531,848 6,615,822 2,083,974

14,231,848 14,231,920 72合　計

科　目

事
業
費
内
訳

事業費計

事務費・通信費

次年度繰越



２０２４年度
事業計画・収支予算

2024年5月

四国新幹線整備促進期成会
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2024年度事業計画の概要

2

１
 本年は、期成会の前身とも言える、四国の鉄道高速化検討準備会が「四国における鉄道の抜本的

高速化に関する基礎調査」（2014年）を公表してから10年の節目にあたる。

 本年3月には、北陸新幹線敦賀延伸開業、さらに北海道、九州でも新幹線の整備が着実に進み、
リニア中央新幹線についても東京～新大阪間が結ばれる見通しであるなか、四国は、基本計画
路線のなかにあっては最も活発な活動を展開する地域として中央において広く認識されるところとなっ
ているが、未だ整備計画への扉は開かれていない。

 昨年、国が次年度の予算策定の方向性などを示す「経済財政運営と改革の基本方針2023年
（通称骨太の方針）」本文中において、初めて基本計画路線について取り上げ、「地域の実情に
応じた今後の方向性について調査検討を行う」との記載を行っており、整備計画路線の完成時期が
視野に入りつつあるこの機をとらえ、整備計画への格上げを目指し、より一層、国への働きかけ、要望
活動を加速させていく。

 また、本年は新規事業としてこれまでの要望活動だけでなく、署名活動の開始を宣言することでさらな
る理解促進と機運醸成をはかりたい。

 加えて、四国の新幹線に対する正確な知識を伝え、若年層をはじめとした幅広い世代へのアプローチ、
志を同じくする仲間と連携し機運醸成に取り組んでまいりたい。



 「第6回 四国新幹線整備促進期成会 東京大会」を開催し、政府中央での理
解促進と機運醸成を図る。

 四国の新幹線の整備計画への格上げに向けた法定調査の実施について、国など
関係機関に対する要望活動を精力的に展開する。

 基本計画路線の整備計画格上げに向けて取り組む全国各地の団体との協働に
よる要望活動等の実施を検討する。

事業内容①②

3

２
東京大会・要望活動の実施

署名活動の実施
 本年は、期成会の前身とも言える、四国の鉄道高速化検討準備会が「四国における

鉄道の抜本的高速化に関する基礎調査」を公表し、国への要望活動を開始してから
10年の節目であること、また、昨年、「骨太の方針」の本文中にて、基本計画路線が
初めて触れられたこと、整備計画路線の完成が視野に入りつつある現下の情勢などを
踏まえ、四国の新幹線早期実現に向けた機運醸成、理解促進の取組みをさらに加速、
深化させるべく署名活動を開始する。



事業内容③④

4

２

広報啓発活動の実施
 広く一般の方々に訴求することができるSNSを活用し、引き続き公式XやYouTube

を運用する。

 SNSアカウントのフォロワー拡大を図ることに焦点をあて、
「ハッシュタグキャンペーン」を実施する。【四県連携費活用予定】

 四国の新幹線応援キャラクター「つなぐん」を当期成会でも引き続き活用するとともに、
イベント等で他団体等にも活用いただくことで四国の新幹線を身近に感じていただく
機会を設ける。

 イベント等で活用できるノベルティグッズや広報啓発グッズを作成する。

 企業や団体、学校等要望があった場所へ出向き、出張講演等を行う。

講演・意見交換・勉強会の実施



事業内容⑤

5

２

連携事業の実施
 四国の新幹線の必要性・効果等に対する理解促進や、その早期実現に向けた機運

醸成に資する趣旨の事業に対して必要な申請を行った団体に助成金を交付する。

四国内で活動を行う２名以上で構成する団体，企業，地域のグループ，特定非営利活動法人等。
ただし、以下の団体を除く。
(１) 徳島県四国新幹線導入促進期成会
(２) 香川県ＪＲ四国線複線電化・新幹線導入期成同盟会
(３) 愛媛県新幹線導入促進期成同盟会
(４) 高知県鉄道高速化促進期成同盟会

対象者

四国の新幹線の必要性・効果等に対する理解促進や、その早期実現に向けた機運醸成に資するもの
例）有識者による講演会、シンポジウム等の開催 ／ 四国の新幹線をPRするイベント等の実施

四国の新幹線をPRする広報啓発活動の実施
その他、四国の新幹線の理解促進や、その早期実現に向けた機運醸成に資すると期成会会⾧が認めるもの

対象事業

広告宣伝費 ／ 人件費（助成対象事業のための臨時的な雇用に係るものに限る。）謝金（講師等に対する謝礼金）
旅費 ／ 消耗品費 ／ 保険料 ／ 役務費（通信運搬費、広告料及び手数料など）／ 委託料（作成委託料及び調査
委託料など）／ 使用料及び賃借料（施設使用料及び機材借上料など）／ 備品購入費（事業実施に必要不可欠と認める
もの）
上記のほか、特に必要と認められる経費

対象経費

助成金の額は、助成対象経費に３分の１を乗じて得た額で上限を１５万円とする。ただし、予算に達し次第終了とする。助成額

【助成金の概要】
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科　目 2023年度予算(A) 2024年度予算(B) 増減  (B­A) 概要欄

前年度繰越 6,976 6,615 ▲ 361 ―

年度負担金(会費) 4,580 4,580 0
４県各900／商工会議所連合会各100／四経連
100／商工会連合会各30／中小企業団体中央会
各30／経済同友会各30／観光協会各30

四県連携費 2,675 2,000 ▲ 675
徳島県500／香川県500
愛媛県500／高知県500

合計 14,231 13,195 ▲ 1,036 ―

2023年度予算(B) 2024年度予算(B) 増減（B­Ａ） 概要欄
東京大会・要望活動 3,500 3,500 0

署名活動 0 1,000 1,000 新規事業
講演・意見交換・勉強会 250 100 ▲ 150

広報啓発活動 5,000 4,000 ▲ 1,000
連携事業 750 600 ▲ 150

9,500 9,200 ▲ 300
200 200 0

4,531 3,795 ▲ 736
14,231 13,195 ▲ 1,036合計

次年度繰越

科　目

（事業費計）
事務費・通信費

事
業
費

(単位:千円)

(単位:千円)

３
収入の部

支出の部
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